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18)大腸了･宮内膜症の2例

十 ･1- ･ ･ . .

長谷日日r_樹 ･小山 高音 ( 同 外科)

当村で経験した大腸子宮内膜症2例を報吾する.症例

1:4上げ 女性.脂部膨満感とJこJ経に伴[)脂痛を主訴に来

醍.注腸造影,大矧当院鏡検査ではS状組腸に全周性狭

窄を釆Lており,粘膜~卜か吊')結節性隆起を認めた.粘

術を施行した,病坪組織所見では凍膜かi■-粘膜~Fにかけ

て子宮内膜組織が認めl･､､わた.症例2:Lll才女-悼.便潜

血陽性.大腸内視鏡.Il:_腺造影で直腸S状結腸移行部に

前~fl'方か吊r汗棚Fを主体とする狭窄を認めた.中心に鞄

粒結節状(･')発赤陥IIIl.柚面を認恥 他煉器か吊7-)粘膜 fl一浸

潤性病変が疑われた｡生検は初回当たらず,後日内観銘

蒋施行時,発赤雨から鋭鋒を採取する車をこより確静が得

i､JflLた.

197新 しい免疫博潜血検 査薬 メ仁rJ･･.Ill'1-モ
プ レ- 卜と OC へモディアの比較

T]岡 悪 ･鮫利 孝雄
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(HP)上 OC ･.＼そ:･ニご(丁 (.OO LpTllt軽を'f~ト)た.大腸

よる陰性1例あり)が陽性であった.人腸-1i~1･期癌 (22例)

では HPの陽性率が高か--､たが,人腸,filト-イ (88例)

では HPの陽性率が低か--.,た.汀二常大腸暑 (lr)1例)で

液を 1二IA法で定敏Lた 111例tT)成績と対比する(l二200

ng:ml以下での陽性著は LX二で7帆 HI)でこう例で磨け､

た.また.15ng:･'ml1二/1卜での陽性が OCでLJl例あ一･､

たのに対し.HPでは認め1∴'かたかったことかi-i,HP で

は偽陽性が少なく.大腸癌J)massscreeningに適 し

た検査キり卜であると考えi:-かた.

201大腸早期癌(7)組織学的即_P!.度と細胞増殖能
との相関

-一一-PCNA 染色を用いて-

前尾 征吾･渡辺 英仲

片桐 餅吾青書野 党宏 (新潟大学第-病理)

高分化型大腸癌は,そcl)細胞異型度かL.一高輿型度癒しL_

低異型度癌に分概され sm 浸潤能･脈管侵襲能･7]ン

パ節転移髄をこおいて差のある事はすでに報告してきた.

今帖よl)CNA染色を用し､て.高･低異型度癌(･r)細胞増

殖能に-~′_)し､て比較検討しじ

(対照)内視鏡的切除早期人腺癌19病変の粘膜内高取

型度癌領域 :ほ,低異型度癌領域 :23.

(jJ且1各箱域毎にf耳､Nノlin(1PXとnllitotiCindexを

‡針I!.し.高･低異型度癌別iこ比較した.

湖.:果)高異型度癌領域LJ').f)CN̂ I∴土780･O,M.1.は

0.8900で.低粍型度痛領域LT)6800,0.jl80｡i･こ比べ.有

意に高値を示しナ∴ tp<O.Olll

(結論)商 号低異型度癌では盤勧学的態度 (悪性度)

が異なることが,細胞増殖能の点から鮎寮付けられた中

21)PCNA 染色｡Li)見た大腸rL｣分泌細胞瞳項

の細胞増殖能の検討

西倉 健 ･告淵 三歳
渡辺 英仲 (新潟大学第--------病理)

1;削 ヒ管内分泌細胞陣場は 畢型度が低くJ'.i麦叫七鮫的

良好十わ′L+ノイト上 粍型度が高く予後杓ミロ亡内分泌

細胞癒 しECClJ二に人別さJtる.今回.両群Lr)細胞増

殖能を比較すると共に,形感的特徴と細胞増殖能との開

通に-I/-)きP(-二NA染色を用いて検討を行った.

用いた材料は,大腸内/rI泌細胞種塙.即ち-JJ/L十 /†

卜15例 (脈管侵襲.転移例3例を含む).ECC 5例.

低分化髄様型腺癌2例である.PCNA 染色は100t,ホ′し
てりン閲定′ここ:iIJ(ン包埋切片で.モ/ウl~--十,L抗体

Ⅰで10を用いて行--)た.

その結果.PCNAindexは人腸内分泌細胞種壕の悪

性度とヰ紺消し.従来の悪性度の形態的指標ともほほ榔甥

する事が分か一一､た.従って,PCNA は内分泌細胞瞳壕

の発育進展の解析に有用であると考えLT.'わた.


